
 

 

令和 5年度 事 業 計 画 

 

公益財団法人 医学教育振興財団 

 

令和 5年度においては、事業の一層の充実発展を期し、以下の計画を推進する。 

 

1. 医学教育に関する調査・研究並びに資料の収集 

（１）第 41 回「国内医科大学視察と討論の会」の開催 

国内の医科大学１校を選び、医学教育のシステム、カリキュラム等について

実地に視察研究し、今後の医学教育の改善に資する。 

    期 日：9月 7日（木）・8日（金）/開催校：東邦大学医学部 

2. 医学教育に関する研究の助成 

（１）基礎医学教育、臨床医学教育及び卒直後教育の調査・研究に対する助成 

（２）医学教育賞（懸田賞） 

3. 医学教育機関の教職員及び学生に対する研修及び援助 

（１）第 34 回「医学教育指導者フォーラム」の開催 

国公私立医科大学（医学部）における医学教育の改善並びに教育研究組織

の円滑な管理運営に資するため、医学教育について責任ある立場の者を対象

に開催する。 

    期 日：７月 25 日（火）12：15～17：00 

    開催方式：対面・オンライン 

    テーマ：OSCE 再訪 

  （２）英国大学医学部における臨床実習のための短期留学 

   医学生の派遣 

派遣予定校５校（ﾆｭｰｷｬｯｽﾙ・ｾﾝﾄｼﾞｮｰｼﾞ・ｵｯｸｽﾌｫｰﾄﾞ・ｸﾞﾗｽｺﾞｰ・ﾘｰｽﾞ） 

  （３）川崎学園・グリーンテンプルトンカレッジ（JMEF）フェローシップ 

医学研究者を英国オックスフォード大学グリーンテンプルトンカレッジに

医学研究等のために留学させる。 

  

4. 医学教育資料等の刊行 

    『J.M.E.F.』の刊行、「国内医科大学視察と討論の会」、「英国短期留学」報告書の

作成 

5. その他目的を達成するための事業 

内外の関連機関・団体との提携、協力及び交流を行う。 
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 令和５年度においては、事業の一層の充実を図りつつ、次のとおり事業を実施した。 

1 医学教育に関する調査・研究並びに資料の収集 

 (1) 第 41 回「国内医科大学視察と討論の会」の開催 

   国内医学教育事情調査の一環として、東邦大学医学部の協力のもとに「東邦大学医学部

における教育」を討論の主題として、大学からの説明、討論、及び学生との懇談を行い、

学内施設の視察を行った。全国の国公私立大学医学部等関係者 90 名が参加した。 

①  期日：令和５年９月７日(木)・８日(金) 

②  場所：東邦大学医学部 

③  討論の主題： 

     ア 全人的医療人教育と学部連携教育について～信頼し信頼される医師を育て

るために～ 

     イ 領域・医学研究、特に医学論文ユニットについて～医学研究への興味・理

解、および生涯学習への素地を育むために～ 

     ウ 地域枠選抜で入学した学生の教育について～新潟 Love・千葉 Love な学生を

育てるための東邦大学医学部の取り組み～ 

     エ 臨床推論演習および診療録記載、臨床実習の評価基準等について～診療参

加型臨床実習を円滑に行うために～ 

④  プログラム： 

     ９月７日(木) 

      ・開会挨拶   小川 秀興 医学教育振興財団理事長 

炭山 嘉伸 東邦大学理事長 

盛田 俊介 東邦大学医学部長 

      ・特別講演Ⅰ 医学教育の現状と課題 

俵  幸嗣 文部科学省高等教育局医学教育課長 

      ・東邦大学医学部カリキュラム概要説明 

三上 哲夫 東邦大学医学部 教育委員会委員長 

      ・講演１ 全人的医療人教育と学部連携教育について～信頼し信頼される医師を

育てるために～ 

中田亜希子 東邦大学医学部 全人的医療人教育２領域責任者 

      ・講演２ 領域・医学研究、特に医学論文ユニットについて～医学研究への興味・

理解、および生涯学習への素地を育むために～ 

朝倉 敬子 東邦大学医学部 医学研究運営小委員会委員長 

      ・講演３ 地域枠選抜で入学した学生の教育について～新潟Love・千葉Loveな学

生を育てるための東邦大学医学部の取り組み～ 

中村 陽一 東邦大学医学部 教務部会長 

      ・講演４ 臨床推論演習および診療録記載、臨床実習の評価基準等について～診
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療参加型臨床実習を円滑に行うために～ 

髙井雄二郎  東邦大学医学部 臨床実習運営管理センター長 

      ・学生との懇談 

      ・懇親会（グランドプリンスホテル高輪） 

     ９月８日(金) 

      ・特別講演Ⅱ 医学教育 DX について～デジタル化された修学情報の分析とアプ

ローチ～ 

内藤 篤彦 東邦大学医学部 医学教育AI活用推進委員会委員長 

特別発言：高松 研 東邦大学学長 

      ・総合討論 司会）泉 美貴 医学教育振興財団運営委員 

      ・閉会挨拶 小川 秀興 医学教育振興財団理事長 

高松  研 東邦大学学長 

      ・施設見学 CS Labo、１号館８階 SDL センター、医学メディアセンター 

総合研究部研究基盤センター、額田記念東邦大学資料室 

 

2 医学教育に関する研究の助成 

 (1) 令和６年度「医学教育研究助成」 

  ① 基礎医学教育、臨床医学教育及び卒後医学教育の調査・研究に対する助成事業である。

令和６年２月２日(金)、本財団審査委員会(オンライン方式)において審査を行い、申請

35 件のうち以下の 10 件（新規採択９件・継続承認１件）に助成した。 

 

氏名 所属大学 研究課題（助成額） 

栁田 育孝 
千葉大学医学部附属病院

総合診療科特任助教 

AI 模擬患者を活用した医療面接実習の有用

性の検証（50万円） 

南谷 優成 

東京大学医学系研究科総

合放射線腫瘍学講座特任

助教 

医療系学生によるがん教育の実践効果と生

徒の学習能力向上の評価（50万円） 

里村 嘉弘 

東京大学大学院医学系研

究科・医学部 医学のダイ

バーシティ教育研究セン

ター副センター長・准教

授 

障害のある医学科学生の修学と合理的配慮

の実態調査（50 万円） 

金  恭平 
岡山大学医学部脳神経外

科学客員研究員 

中枢神経疾患における神経学的異常所見の

定量の試み（50 万円） 

山本  晃 

岡山大学病院院内がん登

録室(血液腫瘍内科、医学

科 IR 室)助教 

AI 支援型の模擬医療面接:研修医のための

Bad News 伝達スキルトレーニングプラット

フォームの開発（50 万円） 
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村上 雅一 

鹿児島大学病院小児診療

センター小児外科特任助

教 

医学生に対する 3D ホログラム提示による疾

患解剖の理解を向上する支援システムの構

築と評価（50万円） 

堀 周太郎 
慶應義塾大学医学部外科

学教室医局講師 

感性アナライザ®を用いた、鏡視下手術トレ

ーニングにおける心理状態の客観的解析（50

万円） 

宮上 泰樹 
順天堂大学医学部総合診

療科学講座助教 

初期臨床研修医が関与した診断エラーの実

態並びに診断エラーの振り返り効果の調査

研究（50万円） 

西﨑 祐史 
順天堂大学医学部医学教

育研究室先任准教授 

OSCE における首掛け型ウェアラブルデバ

イスを活用した遠隔評価システムの開発（50

万円） 

小澤 悠里 
杏林大学付属病院小児科

助教 

多職種・キャリア格差のあるチーム医療の問

題点の明確化とトレーニングカリキュラム

の開発（年度を跨がる研究／２年目）（10万

円） 

 

  ② 「医学教育研究助成(令和４年度助成)報告会」の開催 

    令和５年12月 22日(金)、医学教育研究助成(令和４年度助成)報告会(オンライン方式)

が開催され、以下の報告が行われた。研究助成授与者、文部科学省医学教育課、本財団

役員等 26名が参加した。 

 

    司  会） 北村  聖 医学教育振興財団常務理事 

    開会挨拶） 小川 秀興 医学教育振興財団理事長 

    閉会挨拶・講評） 跡見 裕 医学教育振興財団常務理事 

     ・報告１ 次世代シミュレータ実習のためのシナリオコンテンツ・仮想映像・自動

評価システムの開発 

            大西 詠子 東北大学病院麻酔科手術部講師 

     ・報告２ 医療面接実習における音声感情解析システムを用いた多方向性フィード

バック教育の調査研究 

            越智可奈子 岡山大学学術研究院医歯薬学域(医)医療教育センター助教 

     ・報告３ 医療系学生における脳血管内治療シミュレーション教育の有用性 

            春間  純 岡山大学学術研究院医歯薬学域脳神経外科助教 

     ・報告４ 「プラットフォーム」による新しい地域医療教育：自主的な学びと効果

的な Faculty development の実現 

            高桑  修 名古屋市立大学大学院医学研究科医学・医療教育学准教授 

     ・報告５ Clinical Picture を活用した医学英語論文執筆教育システムの開発 

            大野 洋介 防衛医科大学校総合臨床部副部長・准教授 

     ・報告６ 音声認識と機械学習を用いた新たな診療教育支援システムの開発 

            小林 正和 東北大学病院救急科助教 



- 4 - 

 (2) 令和５年度「医学教育賞(懸田賞)」 

   若手の研究者を対象として、医学教育の奨励に貢献のあった者に与える医学教育賞(懸田

賞)の第 31号を授与した。なお、選考は一般社団法人日本医学教育学会に依頼した。 

第 31号受賞者：林 幹雄 関西医科大学教育センター講師 

論文： Ambivalent professional identity of early remedial medical students from Generation Z: 

a qualitative study (BMC Medica1 Education 22 巻 501 号 2022 年) 

 

3 医学教育機関の教職員及び学生に対する研修及び援助 

 (1) 第 34 回「医学教育指導者フォーラム」の開催 

   令和５年７月 25 日(火)、ハイブリッド方式〔対面(東京慈恵会医科大学)・Zoom ウェビ

ナー〕にて、医学教育に責任のある方々を対象に、全国の国公私立大学医学部等関係者 237

名（対面 43 名・ウェビナー194 名）が参加し開催された。 

  ① 主題 OSCE 再訪 

  ② プログラム 

     ・開会挨拶  小川 秀興 医学教育振興財団理事長 

     ・挨  拶  堀岡 伸彦 文部科学省高等教育局医学教育課企画官 

     ・趣旨説明  錦織 宏 名古屋大学総合医学教育センター教授 

     ・講演１ Considerations for a National Examination of Clinical Skills: the US Experience 

          Peter J Katsufrakis 

           President and CEO, NBME (National Board of Medical Examiners), USA 

          司会）別所 正美 埼玉医科大学学長 

     ・講演２ OSCEs in the 21st Century 

          Katharine Boursicot 

           Director, HPAC (Health Professional Assessment Consultancy), Singapore 

          司会）小西 靖彦 日本医学教育学会理事長／静岡県立総合病院院長 

     ・総合討論 司会） 北村 聖 医学教育振興財団常務理事 

       話題提供 日本文化を考慮した学修者評価 

              松山  泰 自治医科大学医学教育センター副センター長・教授 

       話題提供 日本における OSCE の歴史的変遷 

              伴 信太郎 愛知医科大学医学教育センター特命教育教授 

       話題提供 わが国における臨床実習前 OSCE の到達基準 

              伊藤 彰一 医療系大学間共用試験実施評価機構医学系 OSCE

到達基準検討委員長／千葉大学大学院医学研究院

医学教育学教授 

       パネリスト）Peter J Katsufrakis／Katharine Boursicot／松山泰／伴信太郎／伊藤彰一 

     ・閉会挨拶  跡見 裕 医学教育振興財団常務理事 
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 (2) 第 33 回「英国大学医学部における臨床実習のための短期留学」の実施 

   卒前臨床教育の充実向上を図るため、本財団の推薦した日本の医学生が英国の大学医学

部において４週間の臨床実習を体験する制度である。 

   本年度は全国の国公私立大学医学部医学科より 26 名の学生の応募があり、財団の選考委

員会による選考を経て 15名を派遣することとした。 

① 留学期間 

・令和６年３月４日(月)～３月 28日(木) ニューキャッスル、セントジョージ、グラスゴー 

・令和６年５月７日(火)～５月 31日(金) セントジョージ 

・令和６年６月３日(月)～６月 28日(金) リーズ 

② 留学生 

・ニューキャッスル大学医学部（４名）： 

青木 優奈（女） 鳥取大学 

生長ありさ（女） 福島県立医科大学 

髙橋アダム（男） 浜松医科大学 

中川 朝子（女） 名古屋市立大学 

・ロンドン大学セントジョージ校医学部（４名）： 

呉  夢季（女） 東京医科歯科大学 

坂本 佳穂（女） 鹿児島大学 

藤森 日彩（女） 国際医療福祉大学 

LIMEISA  （女） 徳島大学 

・グラスゴー大学医学部（４名）： 

髙橋 彩夏（女） 群馬大学 

松尾 賢尭（男） 大阪大学 

三木 佑果（女） 名古屋大学 

森川 綾子（女） 筑波大学 

・リーズ大学医学部（３名）： 

植田 凌平（男） 広島大学 

佐藤 大輝（男） 順天堂大学 

寺木 もも（女） 旭川医科大学 

 

4 医学教育資料等の刊行 

  本財団機関誌『J.M.E.F.』第 43 号を編集刊行した。また、第 41回「国内医科大学視察と討

論の会」（開催：東邦大学医学部）報告書、2022 年度「英国大学医学部での臨床実習のための短

期留学」報告書を作成した。 

 

5 その他 

 (1) 令和５年度「医学・歯学教育指導者のためのワークショップ」への協力 

   「医学・歯学教育指導者のためのワークショップ」（文部科学省主催、公益財団法人医学

教育振興財団・一般社団法人全国医学部長病院長会議等協力）が令和５年７月 26 日(水)に
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ハイブリッド方式〔対面（東京慈恵会医科大学）とオンライン〕にて開催され、これに協

力した。 

 

6 会員 

  全医科大学・医学部 82 校（国立 42校・公立８校・私立 31校・大学校１校）が一般会員と

して、本財団事業の実施に参画している。 

  令和５年度に賛助会員として、財団の事業にご協力いただいた企業は、次の 11 社である。 

アステラス製薬株式会社 アルフレッサ株式会社 

学園パーキング株式会社 協和キリン株式会社 

塩野義製薬株式会社 株式会社スズケン 

武田薬品工業株式会社  第一三共株式会社 

中外製薬株式会社 東邦薬品株式会社 

株式会社メディセオ 

 

7 寄附金等の募集 

  本財団が実施する各種事業の一層の拡充を図るため、下記事業にあてることを目的として

寄附金等の助成を受けた。 

・「令和５年度 医学教育振興財団事業」に対する寄附として 

株式会社医学書院  50,000 円 

・「第 34 回 医学教育指導者フォーラム」外国人講師招聘助成として 

公益財団法人 持田記念医学薬学振興財団  500,000 円 

 

8 令和５年度 医学教育振興財団 会議録 
 

月 日 会 議 等 議  事 

令和５年   

５月30日(火) 第 23 回 理事会 議案 

 （オンライン方式） （1）令和４年度事業報告について 

  （2）令和４年度収支決算について 

  （3）評議員会の日時及び場所並びに目 

  的である事項等について 

  報告 

  （1）職務の執行状況について 

   

６月14日(水) 第 15 回 評議員会 議案 

 （対面及びオンライン方式） （1）令和４年度事業報告について 

 （TKP ガーデンシティ御茶ノ水） （2）令和４年度収支決算について 

   

７月25日(火) 第 34 回 医学教育指導者フォー 詳細は「事業報告書」に記載 

 ラム（対面及びオンライン方式）  

 （東京慈恵会医科大学）  

   



- 7 - 

７月26日(水) 令和５年度 医学・歯学教育指 詳細は「事業報告書」に記載 

 導者のためのワークショップ  

 （対面及びオンライン方式）  

 （東京慈恵会医科大学）  

   

８月25日（金） 英国短期留学選考委員会 議案 

 （ホテル東京ガーデンパレス） （1）委員長の選任について 

  （2）面接試験合格者の決定について 

   

９月７日（木） 第 41回 国内医科大学視察と討 詳細は「事業報告書」に記載 

～８日（金） 論の会（東邦大学医学部）  

   

10 月３日(火) 第１回 運営委員会 議案 

 （オンライン方式） （1）令和６年度「医学教育指導者フォ 

  ーラム」のテーマについて 

  （2）令和７年度「国内医科大学視察と 

  討論の会」開催校候補について 

   

12月11日(月) 

 
第２回 運営委員会 議案 

 （オンライン方式） （1）令和６年度「医学教育指導者フォ 

  ーラム」について 

   

12月22日(金) 

 
医学教育研究助成(令和４年度助 詳細は「事業報告書」に記載 

 成)報告会（オンライン方式）  

   

令和６年   

２月２日(金) 審査委員会 議案 

 （オンライン方式）  令和６年度医学教育研究助成の審査 

  について 

   

３月21日(木) 第 24 回 理事会 議案 

 （オンライン方式） （1）令和６年度事業計画について 

  （2）令和６年度収支予算について 

  報告 

  （1）令和６年度医学教育研究助成決定 

  者について 

  （2）令和５年度英国短期留学選考結果

に   ついて 

  （3）職務の執行状況について 

   

 

附属明細書 

  「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則」第 34 条第３項に規定する「事業

報告の内容を補足する重要な事項」は、特に無い。 


